
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  近世期の御蔵所の空間構成原理及び 
       地方性, 歴史的建造物の保存・活用  

 

氏氏名名：：      相相模模  誓誓雄雄／／SSAAGGAAMMII  CChhiikkaaoo  EE--mmaaiill：：  ssaaggaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本民民俗俗建建築築学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築史史おおよよびび意意匠匠関関連連  

キキーーワワーードド：：  歴歴史史的的建建築築，，文文化化財財，，蔵蔵，，古古文文書書，，保保存存・・活活用用，，ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史的的建建築築のの調調査査及及びび評評価価  

・・古古文文書書解解読読  

・・ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククススにによよるる復復元元等等ののイイメメーージジ作作成成  

 
研研究究内内容容：：    

  建建築築学学のの建建築築歴歴史史・・意意匠匠分分野野のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。対対象象はは日日本本建建築築でで，，近近世世のの幕幕府府やや諸諸藩藩のの施施設設のの中中ででもも，，財財

政政上上最最もも重重要要なな施施設設ででああっったた御御蔵蔵所所をを対対象象ににししてていいまますす。。御御蔵蔵所所はは，，村村々々かからら運運ばばれれててくくるる年年貢貢米米のの徴徴収収にに用用いいらられれ

るる施施設設でであありり，，全全国国各各地地のの幕幕府府領領やや諸諸藩藩領領にに多多数数設設けけらられれてていいままししたた。。ししかかしし，，明明治治維維新新後後のの廃廃藩藩置置県県，，租租税税のの金金納納

化化にによよっってて不不用用ににななりり，，学学校校建建築築ななどどにに転転用用さされれるるももののももあありりままししたたがが，，現現在在でではは建建築築遺遺構構ははわわずずかかでですす（（FFiigg..11））。。ししかか

しし，，見見取取図図等等のの史史料料がが残残さされれてていいるる地地域域ががあありりままししたたののでで，，全全国国のの藩藩毎毎にに建建物物配配置置やや御御蔵蔵のの建建築築構構成成ににつついいてて検検討討しし,,

近近世世期期のの日日本本ににおおけけるる御御蔵蔵所所のの空空間間構構成成原原理理やや地地方方性性をを明明ららかかににししままししたた。。ここののよよううなな御御蔵蔵所所はは,,西西日日本本とと東東日日本本ととでで

空空間間構構成成がが異異ななるるななどど,,近近世世文文化化のの多多様様性性をを表表すすももののととししてて注注目目さされれまますす。。ささららにに,,ここのの研研究究をを発発展展ささせせるるたためめ,,ここれれままでで

検検討討ししててここななかかっったた河河口口港港ににおおけけるる廻廻米米用用御御蔵蔵所所ににつついいてて検検討討ししてていいまますす。。年年貢貢米米はは,,河河川川水水運運をを用用いいてて輸輸送送さされれ,,河河

口口港港ににおおいいてて海海船船にに積積みみ替替ええらられれてて米米市市場場のの江江戸戸やや大大坂坂へへはは運運ばばれれてて売売却却さされれままししたた。。米米はは重重要要なな財財源源だだっったたののでで

すす。。ここののたためめ,,幕幕府府やや藩藩はは河河口口港港にに廻廻米米用用御御蔵蔵所所をを設設けけままししたた。。ここれれはは,,上上記記のの年年貢貢米米徴徴収収用用のの御御蔵蔵所所ととはは空空間間構構成成がが

異異ななっってていいまますす。。ままたた,,太太平平洋洋側側とと日日本本海海側側ととでで蔵蔵のの造造りりななどどがが異異ななるるここととがが明明ららかかににななりりつつつつあありりまますす。。ここのの研研究究にによよっっ

てて,,御御蔵蔵所所とといいうう日日本本建建築築史史のの空空白白部部分分をを埋埋めめるるここととががででききるるとと考考ええてておおりりまますす。。  

  一一方方,,地地元元名名取取市市でではは,,文文化化財財審審議議委委員員やや「「ななととりり歴歴史史的的建建造造物物研研究究会会」」のの代代表表をを務務めめ，，市市とと連連携携ししてて，，市市内内のの歴歴史史的的

建建造造物物のの保保存存やや活活用用ににつついいてて活活動動をを行行っってていいまますす。。おお隣隣りりのの岩岩沼沼市市でではは,,竹竹駒駒神神社社馬馬事事博博物物館館調調査査検検討討委委員員会会委委員員

長長をを勤勤めめてていいまますす。。馬馬事事博博物物館館はは,,県県内内でではは珍珍ししいい昭昭和和期期のの戦戦前前にに建建築築さされれたた和和洋洋折折衷衷式式のの建建築築でですす。。研研究究室室活活動動とと

ししてて,,学学生生がが調調査査にに協協力力ししままししたた。。そそのの成成果果にによよりり国国のの登登録録有有形形文文化化財財にに登登録録さされれままししたた（（FFiigg..22））。。県県南南のの村村田田町町でではは，，

震震災災後後のの国国にによよるる重重伝伝建建地地区区選選定定ををききっっかかけけにに町町並並みみのの復復元元がが課課題題ににななりり，，県県建建築築士士会会よよりり復復元元図図のの作作製製をを依依頼頼ささ

れれままししたた。。石石巻巻市市のの旧旧ハハリリスストトスス正正教教会会教教会会堂堂のの復復元元図図（（FFiigg..33））ななどどココンンピピュューータタをを駆駆使使ししてて作作製製ししたたＣＣＧＧはは自自治治体体ななどど

ででごご活活用用いいたただだいいてておおりりまますす。。ままたた，，戦戦後後にに建建ててらられれたた現現代代建建築築もも建建替替ええのの時時期期ににななっってていいまますすがが，，十十分分なな評評価価がが行行わわ

れれずず，，取取りり壊壊さされれるるケケーーススがが見見らられれまますす。。歴歴史史的的建建築築のの評評価価をを行行いい，，活活用用法法をを探探りりまますす。。建建築築やや町町のの変変遷遷，，過過去去のの暮暮らら

ししをを語語るる古古文文書書等等もも消消失失のの危危機機ににあありりまますす。。ここれれららをを解解読読しし，，未未来来へへ継継承承すするるたためめのの技技術術をを提提供供ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

FFiigg..11  熊熊本本藩藩川川尻尻御御蔵蔵のの建建築築遺遺構構                  FFiigg..22  実実測測にによよっってて作作製製ししたた馬馬事事博博物物館館 CCAADD 図図面面                FFiigg..33  震震災災復復興興建建造造物物復復元元ＣＣＧＧ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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